
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

適応指導教室「さわやかルーム」は、さまざまな要因によって登

校の意思があるにもかかわらず登校できていない児童・生徒に対し

て、学校復帰に向けての活動や支援を行っています。室内での学習

活動の他にも、心身のリフレッシュや社会体験をするために、定期

的に室外活動を実施しています。 

1 学期は、７月 13 日（金）に八尾市立歴史民俗資料館で室外活

動を行いました。 

学校の社会見学で訪れたことがあるという子どもたちも「久しぶ

りに来た」とその時のことを話してくれました。 

資料館の見学では「うわっ、すごい！！」「これ見て！なんやろ？」 

と、１つ１つの展示物に興味津々でした。学芸員の方の説明をしっ

かり聞き、八尾の歴史について知識を深めたようでした。 

見学後は、２Ｆの体験コーナーで勾玉作りを体験しました。形が

整ったピカピカの勾玉にしようと、黙々と石を磨き、お互いに助け

合いながら、集中して作業をしていました。勾玉が出来上がった後は、うれしそうにお互いに

見せ合っていました。 

 

 

 

 

日時：平成 30 年８月６日（月）10:00～12:00 

講師：安中新田会所跡 旧植田家住宅 学芸員 安藤 亮さん 

 

八尾を学ぶ研修は、八尾の歴史、ものづくり、環境を学び、八尾

の魅力を活かした授業づくりについて考えることをねらいにしてい

ます。今年度の研修では、安中新田会所跡 旧植田家住宅にて、「大

和川の付け替えと河内木綿」と題した講義と施設見学を通して八尾

の歴史について学びを深めました。 

受講者からは、「大和川の付け替えについて、わかりやすく詳し

く説明していただけたので、子どもたちにもしっかり説明すること

ができると思う。」「施設見学を通し、昔の暮らしに触れることが

できた。子どもの頃の生活を懐かしく思い出した。」「子どもたち

が八尾の歴史を学ぶことで、八尾を好きになるような授業をしたい

と思った。」といった感想がありました。 

 



 

 

日 時：平成 30 年８月１日（水）10:00～12:00 

講 師：奈良学園大学 副学長・教授 金山 憲正さん 

 

夏季休業中には、教科ごとの授業づくり研修を数多く実施しています。 

「算数・数学」授業づくり研修では、奈良学園大学 副学長の金山先生に、「答えを出すだ

けでは終わらない 新たな課題が湧き出る教材とは」という内容で、ご講義いただきました。

位取り記数法や図形の面積の求め方などにくわえ、さまざまな単元で活用できる教材を多数紹

介いただきました。 

受講者からは、「同じ単元・1時間でも教材提示の工夫で、子どもたちの思考や発見が大き

く変わることが分かった。」「子どもたちの関心を刺激して、もっとやりたい、もっと挑戦し

たい、と思わせる授業の工夫が大切だと分かった。」「2学期の授業内容と重なる部分があり、

さっそく活用したいと思った。」といった感想がありました。 

 

 

 

 

日 時：平成 30 年８月８日(水) 15:30～17:00 

講 師：八尾市立病院 認定看護師 

 

スポーツにおける外傷時や、学校事故・災害発生時の迅速かつ適切

な応急手当の方法等を学ぶことをねらいに応急手当研修を実施しまし

た。研修の前半には、教育センターの指導主事より、八尾市の学校に

おいて昨年度起こった事故の状況を報告し、事故防止について考えま

した。研修の後半には、八尾市立病院の認定看護師より、「応急手当

に関する知識・技能について」として講義と実習を行いました。 

受講者からは、「看護師として勤められている方の講義は、生活の

中での知恵や常識だと思っていた知識の間違いを知ることができ、よ

い時間となった。」「豊富な経験に基づく話が大変参考になった。大

きな事故にあっても落ち着いて対応したい」といった感想がありました。 

 

 

 

 

テーマ  子どもの自立を育むかかわり 

～言葉の遅れや発達に心配のあるお子さんの自立に向けて～ 

 

日 時  平成 30 年９月 20 日（木）10:00～12:00 

場 所  八尾市教育センター Ａ棟 2 階 大研修室１ 

講 師  ＮＰＯ法人ラヴィータ研究所 理事長 米田 和子さん 

対 象  言葉の遅れや発達に心配のあるお子さんの保護者 

        （就学前（３歳～）から小中学生の保護者） 

定 員  60 名（先着順） 

申込み  教育センターへ電話でお申込みください。電話 ０７２－９４１－３３６５ 

申込受付：９月３日～14 日（土日を除く）9:00～17:00 


